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3. 防災・災害への備えについて 

 

問４ 自分が避難する指定避難所（地域防災拠点）※を知っていますか。 

・ 「知っている」が 80.3％と全体の８割を占め、「知らない」(18.8％)の４倍以上に達している。 

図 指定避難所（地域防災拠点）の認知度（n=1,284） 

 

※指定避難所（地域防災拠点）―災害によって自宅に住めなくなってしまった場合などに避難生活を送る場所であり、横浜市域

で１箇所でも震度５強以上が観測された場合に開設します。 

 

■ 年齢別 指定避難所（地域防災拠点）の認知度 

・ いずれも「知っている」の方が最も多く、特に 20 歳未満で数値が高くなっている。 

・ 20～29 歳では「知らない」の数値が全体値を 10 ポイント以上上回っている。 
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問５ あなたは在宅避難について知っていますか。 

・ 「知っている」が 51.7％と半数強を占め、「知らない」(45.8％)を 5.9 ポイント上回っている。 

図 在宅避難の認知度（n=1,284） 

 

 

■ 年齢別 在宅避難の認知度 

・ 40 代以下の世代では「知らない」、50 歳以上の世代では「知っている」の方が多く、30 代以下の若い世

代で認知度が低くなっている。 

・ 20～29 歳、30～39 歳では「知らない」の数値が全体値を 10 ポイント以上上回っている。 
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問６ 地域防災拠点訓練についてお伺いします。 

・ 「訓練に参加したことがある」が 42.8％で最も多く、全体の４割強である。次いで「訓練があることを知ら

ないため参加したことがない」が 22.7％、「参加する時間がないため参加したことがない」が 21.2％とな

っている。 

図 地域防災拠点訓練について（n=1,284） 

 

 

■ 年齢別 地域防災拠点訓練について 

・ 30 代以下の世代では「訓練があることを知らないため参加したことがない」、40～49 歳では「参加する

時間がないため参加したことがない」、50 歳以上の世代では「訓練に参加したことがある」が最も多く、世

代によって傾向が分かれた。 

・ 20 歳未満、20～29 歳では「訓練があることを知らないため参加したことがない」、30～39 歳では「訓

練があることを知らないため参加したことがない」と「参加する時間がないため参加したことがない」、70

歳以上の世代では「訓練に参加したことがある」の数値が全体値を 10 ポイント以上上回っている。 
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問７ あなたのご家庭では、飲料水・食料・トイレパックについてどれくらい備蓄を行っていますか。 

・ 飲料水と食料については、「３日程度」の備蓄がそれぞれ 42.8％、45.8％で最も多くなっている。次い

で「１日程度」（19.7％、20.2％）、「なし」（13.6％、14.1％）の順である。 

・ トイレパックについては、「なし」が最も多く 44.0％、次いで「３日程度」22.3％、「１日程度」14.8％で、飲

料水や食料に比べて備蓄が遅れている。 

・ 「３日程度」、「５日程度」、「７日以上」を合わせた３日程度以上の備蓄をしている割合は、「飲料水」

（65.6％）、「食料」（64.1％）で全体の６割以上、「トイレパック」で全体の４割程度（39.4％）となってい

る。 

・令和元年度調査結果と比較してみると、飲料水、食料、トイレパックのいずれも、「なし」の割合が減少して

おり、少しずつではあるが、備蓄は進んでいると考えられる。 

図 飲料水・食料・トイレパックの備蓄について（n=1,284） 

 

図 飲料水・食料・トイレパックの備蓄について（令和元年度調査との比較） 
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■ 年齢別 家庭での備蓄量 

・ 「飲料水」の備蓄量については、すべての世代で「3 日程度」が最も多くなっており、20 歳未満では「3 日

程度」、20～29 歳では「なし」の数値が全体値を 10 ポイント以上上回っている。 

・ 「食料」の備蓄量については、すべての世代で「3 日程度」が最も多くなっており、20～29 歳、30～39

歳で「なし」の数値が全体値を 10 ポイント以上上回っている。  

・ 「トイレパック」の備蓄量については、すべての世代で「なし」が最も多くなっており、20 歳未満で「５日程

度」、20～29 歳で「なし」の数値が全体値を 10 ポイント以上上回っている。 
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問８ 備蓄をしていない理由をお聞かせください。 

（問７で「1.なし」に回答されたものについてのみ） 

・ 飲料水については「置いておくスペースがない」が最も多く 40.0％、次いで「その他」が 20.0％、「どの

ような物品を備蓄すべきかわからない」が 17.7％と続く。 

・ 食料については飲料水と同様「置いておくスペースがない」が最も多く 35.9％である。次いで「どのよう

な物品を備蓄すべきかわからない」が 30.9％、「その他」が 16.6％となっている。 

・ トイレパックについては、「どのような物品を備蓄すべきかわからない」が最も多く 44.8％である。次いで

「置いておくスペースがない」が 18.6％、「買う場所がわからない」が 18.4％でほぼ並び、飲料水や食料

とは異なる傾向となっている。 

図 飲料水・食料・トイレパックを備蓄していない理由 

 

 

本来マルチ回答の設問であるが、Web 回答設定はシングル SA 回答設定となっていたため Web 回答者（名）はシングル回答、

紙回答者（名）はマルチ回答で集計 
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■ 年齢別 飲料水・食料・トイレパックを備蓄していない理由 

・ 「飲料水」の備蓄量については、30～39 歳では「置いておくスペースがない」「その他」が同率で最も多

く、70～79 歳では「横浜市では災害が発生しておらず必要性を感じない」「置いておくスペースがない」

が同率で最も多い。80 歳以上では「横浜市では災害が発生しておらず必要性を感じない」、それ以外の

世代では「置いておくスペースがない」が最も多くなっている。 

・ 30 代では「その他」、40 代 50 代では「置いておくスペースがない」、70 代では「横浜市では災害が発

生しておらず必要性を感じない」の数値が全体値を 10 ポイント以上上回っている。 

・ 「食料」の備蓄量については、20 歳未満では「置いておくスペースがない」「その他」が同率、20 代から

50 代までの世代では「置いておくスペースがない」、60 歳以上の世代では「どのような物品を備蓄すべ

きかわからない」が最も多くなっている。  

・ 30 代 40 代では「置いておくスペースがない」、50 代では「その他」、70 代では「どのような物品を備蓄

すべきかわからない」の数値が全体値を 10 ポイント以上上回っている。 

・ 「トイレパック」の備蓄量については、すべての世代で「どのような物品を備蓄すべきかわからない」が最も

多くなっている。 

・ 30 代 40 代では「置いておくスペースがない」の数値が全体値を 10 ポイント以上上回っている。 

注）回答者数の少ない選択肢(回答者数 10 人未満)については分析の対象から除いている。 
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問９ 災害時に負傷した場合に備えて準備していることは何ですか。 

・ 「医薬品の備蓄をしている」が最も多く 45.2％である。一方「特に準備はしていない」も 38.5％が挙げ

ている。「軽いけがに対する応急手当の方法を知っている」は 30.3％、「けがの程度に応じて受診できる

医療機関を把握している」は 13.4％となっている。 

図 災害時に負傷した場合に備えて準備していること（n=1,284） 

 

 

■ 年齢別 災害時に負傷した場合に備えて準備していること 

・ 20～29 歳では「特に準備はしていない」、それ以外の世代では「医薬品の備蓄をしている」が最も多くな

っている。 

・ 20 歳未満では「医薬品の備蓄をしている」「軽いけがに対する応急手当の方法を知っている」「けがの程

度に応じて受診できる医療機関を把握している」の数値が全体値を 10 ポイント以上上回っており、「特に

準備はしていない」の数値が低くなっている。 
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問 10 あなたはペットを飼っていますか。 

・ 「ペットは買っていない」が 78.3％で最も多い。「猫を飼っている」は 8.9％、「犬を飼っている」は 8.1％

となっている。 

図 ペットの有無（n=1,284） 

 

 

■令和元年度区民意識調査との比較 

・ 経年変化を見ると、令和元年度は「犬を飼っている」が 11.0％で「猫を飼っている」の 8.7％を上回ってい

たが、今年度は「犬を飼っている」が 2.9 ポイント減少して、「猫を飼っている」よりも低くなっている。「何

も飼っていない」は 4.0 ポイントの増加である。 

図 令和元年度区民意識調査との比較（ペットの有無） 
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■ 家族形態別 ペットの有無 

・ いずれも「ペットは飼っていない」が最も多い。 

・ 単身とその他で「ペットは飼っていない」、親と同居（配偶者あり）で「猫を飼っている」、三世代以上で「犬

を飼っている」の数値が全体値を 10 ポイント以上上回っている。 
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問 11 指定避難所（地域防災拠点）にペットを連れてくることをどう思いますか。 

（「1. ペットは飼っていない」に回答された方のみ） 

・ 「飼育のルールが決められていればやむをえない」が 51.7％で過半数を占めている。「特に問題はない」

は 25.7％で全体の約４分の１である。これらを合わせると 77.4％がルールさえ守られれば容認するとし

ている。 

図 指定避難所にペットを連れてくることについて（n=1,005） 

 

 

■ 年齢別 指定避難所にペットを連れてくることについて 

・ 20 歳未満は「特に問題はない」、20 歳以上の世代では「飼育のルールが決められていればやむをえな

い」が最も多い。 

・ 20 代以下の若い世代では「特に問題はない」の数値が全体値を 10 ポイント以上上回っている。 

 

  


